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目的
脂肪由来幹細胞を用いた再生医療は、慢性疼痛や変形性関節症の治療、しわ・たるみ改善など様々な角度からアンチエイジン

グに応用されている。脂肪採取後の管理や細胞培養の方法は提供機関により異なるため、投与される幹細胞の活性度や細胞

数に差があると考えられるが明らかではない。今回我々は、凍結保存された細胞を解凍しそのまま投与する場合と、解凍後に

回復培養を挟んで投与する場合の活性度の違いについて明らかにすることを目的とし、比較検討を行った。

方法

※Cell Counting Kit-8

テトラゾリウム塩(WST-8)と電子伝達物質(1-

Methoxy PMS)が含まれている。

WST-8は、NADHから1-Methoxy PMSを介して電子

を受け取ることで還元され、WST-8ホルマザン（極大吸

収波長450 nm)を生成する。

本来は細胞数の測定を目的として使用されるが、本研究

においては上記の原理により細胞の呼吸活性を測定する

ことで活性比較の指標とした。
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Fig.1 幹細胞の様子

結果
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Fig.3 CCK-8測定値(OD450)

Fig.2 検体作製方法
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